
Title 生産的及び不生産的なる語に就て（四）
Sub Title
Author 榎本, 鉱治

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1924

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.18, No.10 (1924. 10) ,p.1478(110)- 1499(131) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19241001-

0110

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


飯
す
八
#

:(一

四
七
八)

離

0

生
煙
的
夂
ぴ
不
生
處
的
な
る
藤
に
就
て 

て
、
頭
の
哲
學
'で
は
な
い」

の
で
あ
る
。
：
今
日
吾
我
は
、

〉

此
0 :
:「

腕
の
哲
學」
0)
最
が
完
全
な
る
:表
現
を
革
命
的
ナ 

ン
.
ズ
ヵ
リ
ス
ム
.
の

ぅ

ち

に

M
見
す
る
。
菩
我
が
此
0
運 

動
に.
與
へ
得
る「

サ
ン
デ
ヵ
リ
ヌ
ム
の
哲
學jV

J

い
ふ
呼 

稱
は
、
多
分
の
瞹
昧
な.
意
味
を
含
ん
で.
ゐ
る
。
.簡
短
な 

社
會
主_

ど
.い
ふ
言
葉
ょ
り
非
常
に
明
瞭
な
此
の
呼
稱 

は
ス
そ
こ
か
ら
出
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
は
、
主
知
說 

が
の
ー
對
當
に
於
け
る
ベ
ル
ダ
ソ
ン
哲
學
の
硏
究
V
I

方 

P

ば
、
デ
4

ク
ラV

ィ
の
社
會
主
管
の
對
當
に
於
け 

各
ナ
ン
デ
力
"

ス
，ム
の
社
會
主
義
の
硏
究
”
要
す
る
に 

其
處
に
ソ
レ
ル
學
說
の
獅
創
性
を
理
解
す
る
た
：め
に
on 

か
に
し
衣
く
て
は
な
ら
な
い
1

3

の
點
が
あ
る
0
此
の 

ニ
方
面
の
研
究
は
、
吾
我
を
し
て
，菩
我
が
現
代
0
最
も 

深
い
ど
同
時
に
最
も
狂
ば
し
い
精
神
の1:

つ
に
直
面
し 

て
ゐ
.
る

V」

い..
ふ
考
を
固
イ
抱.
か
し
^

る
で
あ
ら
う
。

锻
十
M

O

生
產
的
及
び
不
生
産
的
な
る 

語
|'
:

就
て
1

@

.

複

本

鑛

治

へ
十
九
：：

 

.
：
■

前
號
に
叙
述
，せ
る
所
：は
、
ア

ダ

ム

•

ス
ミ
スの
生
產 

的
及
び
.不
生
產
的
勞
働
說
、
之
に
對
す

る

#

_

ス
ミ

ス

 

派
經
濟
學
者
の
雛
®

、
其
の
難
®

に
對

す
る
解
說"

及 

び
ス
ミ
.ス
說
に
對
す
る|

一
一
英
國
經
濟
論
客
の
批
評
の 

大
要
で
あ
る
が
、
之
€
同
時
紀
吾
々
は
觅
に
、
所
謂
英 

國

JH
統
派
經
濟
學
に
屬
す
る
有
力
者
の
ス
ミ
ス
說
に
對 

す
る
態
度
を
.知
る
必
要
が
あ
る
.0 

先
づ
.ジ
ュ
イ
ム
ス
®
ミ
ル(

J
a
mo-
s M

i
l
l
)

の
著
書
：を

參
照
ず
る
に
、
.か
の
農
業
の
：み
生
產
的
な
y e

主
脹
.せ

る
^

-
し
て

^g 

ね
る
ス
峰
ジ
ヘ
才
ク
ラ

ジ
Lr 

J
b

'̂
、

■
ク
 

 ̂

o
/
r
A-
分：
A -.
x 

シ-
^

:.(\A 7i
l
K
a
m
:
.
s
p
e
n
c
e
)

0'
' 

見

解

に

反對

し

て
，
彼
が

一
.八
〇
八
.年
|:
公

炎

せ

る
 

「

商
業

擁

誰

論(
c
o
m
m
e
r
c
e

 D
e
f
e
n
d
e
d

 : 

A
n

 A
n
s
w
e
r

 

to 

the 

A
r
g
u
m
e
n
t
s

cr
Y .

W
M
C
h

 

M
r
.

 

Spence, 

M
r
.

 

C
O
Dcr
ft
»
t
t
,

 

a
-
p
cuothers l〕a

v
e

 attempted 

to p
r
o
v

ftthat 

C
o
m
m
e
r
c
e

 

is 

not 

a

 
こ
 S

o
u
r
c
e

s.N
a
t
i
o
n
a
r

 W
e
a
l
t
h
,

 

loo
o
s
.
、
、

及

び

次

で

彼

が

一
八
ニ
一 

年
に
，公
刊
せ
るr

經 

濟
學
耍
論」

(
s
e
m
s
t
s

 

of 

PoHtical 

w
c
o
n
o
m
y

ノ；
の 

何
れ
に
於
て
も
ジ
ユ
ィ
ム
ス
*
ミ
ル
は
生
產
的
勞
働
及 

び
+
注
產
勞
働
に
言
及
し
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
0
去
れ 

ば

、
、
、
ル

は

明

か

に

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
生
產
的
勞
働
課 

を
是
!&
せ
：る
も
の
.で
ぁ
，.
る

。
.
現
に
ー
前
卷
の 

一

IJ
に

日

く
 

;:
•「

遊
樂
用
の
犬
馬
"
及
び
ニ
脱
僕
婢
は
何
物
を
も
ま
產 

せ
ず 

1

0̂ (
c
o
m
m
e
r
c
e

 

D
e
r
e
n
d
e
d
,

 

p. 

6
9
〕

:

其
の
他
ジ
；

ィ
ム
ス
*
ミ
ル
は
、
其

の

「

«

㈣
學
要 

論」

中
に
も
公
然
ど
、

ス
ミ
ス
以
來
唱
へ
ら
る
、
生
產 

的
及
び
木
生
產
的
勞
働
說
を
是
認
せ
る
言
辭
を
示
じ
て

.. 

$
八

卷

O

四七九

)

雜錄生産的及ぴ

.居

ん

(J. 

M
i
l
l
,
M
l
e
m
e
h
t
s

 

o
f 
p
a.
&:
o
p
l
.
rt
c
o
no'
t
i
l
^
v 

.

I
S
2
r
D
.

 

1

8
2
0

然
る
に
ミ
ル
は
、
生
產
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語
の 

用

法

を

擴

張

し

て
;'
*

生

產

的

消

费

及

び

不

生

產

的

消

费

, 

(productive 

a
p
a

u
n
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e

 

c
o
p
s
a
m
p
t
i
o
n
)

な
る

區
別
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
旣
に
紹
介
し
た
る
所
に
依 

て
も
知
ら
る
、
如
く
、

ア
ダ
ム\

ス
ミ
ス
は
生
產
的
勞 

働
及
び
不
生
產
的
勞
働
な
る
區
別
に
就
て
は
反
複
繰
返 

し
？

も
、
生
產
的
消
費
及
び
不
生
產
的
消
費
な
る
語
，

. 

を
用
a
た
る
所
は1

も
見
當
ら
.ぬ
。
恐
ら
く
ス
ミ
ス
に 

は
其
の
必
要
が
起
ら
な
か
つ
た
の
で

あ
ら
ぅ
。
即
ち 

(

ィ)

總
て
の
消
費
、
換

W
す
れ
ば
收
入
e
し
て
の
富
の 

使
用
は
總
て
富
の
破
壤
に
し
て
、
毫

も
富
の
生
產
に
非 

t

及
び(

ロ〕

從
て
不
生
產
的
消
費
の
對
語
ど
し
て
必. 

す
包
含
せ
ら
る
、
如
く
見
ゆ
る
所
の
生
產
的
消
費
を
論 

ず
る
は
芷
に
用
語
上
の
矛
*
な
り
ミ
、
#

へ
た
る
ァ
ダ 

ム
。
ス
ミ
ス
は
正
當
で
あ
る
。
然
ら
ば

ス
ミ
ス
以
後
ジ
ェ 

ル
產
的
な
る
語
に
孰
て 

飲

十

號

1

1

T



笫

十

八

卷(

一
四
：八0〕

雜
錄
决
產
的
及
び
不
生
康
的
な
る
語

|;
就
て

第
十
號

.ィ
ム
ス
。-ミ
ル
に
至
る
.進
生
.產
.-
的
消
費
及
び
不
產̂
61
/
0
.
: 

消
®
な
る
語
を
用
ひ
た
：る..英國
の
經
濟
學
者
あ
り
や
否 

や
、
私
は
之
を
充
分
に
知
ら
ぬ
け
れ
ざ
も
、
先
づ
ジ
エ 

ィ
ム
ス
•
ミル
を
以
て
是
等
の
術
語
を
使
用
し
たる
最 

初
©
英
國
經
濟
學
者
ビ
な
す
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に

| 

ス
ブ
ー
ン
ナ
ー
は
然
か
な
さ
す
し
て
、
其
の
子
ジ
ョ
ン

• 

ス
チ
ユ：

ア
ー
ト
.，ミ
.ル
：を
以
て
最
初
の
使
用
者
€
斷
じ

て

居

る

。(P
a
l
g 

卩
く
^D

i
c
t
i
o
n
a
r
y

 

o
f

 Political 
E
c
o
n
?

 

\

.
 

.
 

.

' 

: 

:

:;
:
:
:
:-
:
;;
 

: 

'. 

3
y
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Ivo
100
, v

o
l
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V-
-
I
PTJ
^
8
^
'̂
J
-
s
g
p
cr
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e
v
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w
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I
: 

' 

:
' 
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:
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广

A
,

 

S
p
o
o
n
e
r)

年
代
順
に
云
へ
ば
是
れ
は
蚤
然
誤
謬
で 

あ
る
0
即
ち
ジ
ョ
ン
•
ミ
ル
の
ニ
箸
が
公
刊
せ
ら
れ
た
一 

る
は
、
ジH

ィ
ム
ス
:'
•
ジ

(

の「

經

濟

學

要

論

」

に
遲
る
:!
|
ー
 

こ

ど

芷̂

ニ

十

四

年(Essays, 

1
8
4
4
)

乃
至
一
一
十
八
年
へ 

(prbcipies, 

1
8
4
8
)

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
唯
だ
此
の 

場
合
に
多
少
な&

V
J

も
.ス
ブ
I

ン
.ナ
ー
の
服
言
に
邀
書 

_す
る
點
あ
り
ビ
す
れ
ば
,
夫
れ
は
ミ
V
父
子
の
^
孰
れ 

が
よ
-
多̂
く
の

影
«
を
後
代
經
擠
摩
者
K
及
f
fし
た
‘る

や
の
^
實
で
あ
る
。
其
の
»

ょ
-

^

へ̂

ば

ジ

ョ

ン

：
、、 

ル

の

ジ
JC
ィ

ム

ス
0ミ
ル

に

優

れ

る

乙

は

衆

知

の

事 

實
な
る
が
故
に
、
ジ
ョ
ン
®
ス
チ
ユ
ア
—̂

•
ミ
ダ
を 

以
て
生
產
的
消
#
及
び
不
生
產
的
消
費
な
る
術

S
最 

初
の
使
用
者
た
ら
し
め
得
な
い
で
も
な
い
。
併
し
夫
れ 

に
し
て
も
ス
ブ
ー
ン
ナ
|
は
、
詮
索
不
充
分
な
る
麵
り 

を
免
れ
難
い
。

然

ら

ば

ジH

ィ

ム

ス
0
ミ
ル
の
生
產
的
消
費
及
び
不 

生
產
的
消
費
は
如
何
ど
云
ふ
に
，
大
要
左
の
如
く
て
あ

气
:

消
費
は
ニ
種
に
區
別
せ
ら
れ
る
。
生
產
的
消
®
及
び

，
不

生

産

的

消

費

即

ち

是

れ

で

あ

る

。

.

(

甲)
何
.物
か
を
生
產
す
る
が
た
め
に
は
、

一
定
の
支
出

が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
其
の
必
要
條
件
は
ヽ(

ィ〕

勞
働

，者

の

維

持

、
(

ロ )
彼
の
勞
働
に
適
應
甘
る
道
具
の
給
與

及
び(

ハ)

彼
の
生
產
す
可
き
物
品
の
®
料
の
提
供
、
是 

れ
で
あ
る 

P ‘澌

の

如

ぐ

成̂0
*0
#0
©0
^
10
00
“

1:
0
办

出
如
“

60
\0
い
00
0̂
*8
0
10
む
0̂
10
咖
伽
!!
0
む
^
>
の
で 

あ
る
、

:'
■生
產
的
消
费5

：

中
に
は
次
の
三
鍾
の
物
件
が
包
含
せ
' 

ら
れ
，る
，
'第
一
は
勞
働
者
.の
.必
要
品
で
あ
る
0;
此
の
.巾 

，
和

は

勞

働

者

が

其

の

賃

銀

に

依

て

：
消

費

し

得

る

も

の 

U 

>悉
皆
包
括
せ
ら
れ
て
、■而
も
其
の
消
®
物
件
は
彼 

の
生
活
維
持
に
必
耍
な
る
も
の
に
限
る
亡
、
將
又
何
等 

か

に

資

せ

ら

る>

 
も
の
^
る
ご
は
、

之
を
：問
は
な 

1
の

セ
あ
る
。
第
二■は
機
械
に
し
て
、
此
の
中
に
は
各 

種
：の
’道

具

、
，
生
產
的
作
業
に
.必
耍
な
る
建
物
、
及
び
牛 

埸
等
を
さ
へ
包
含
す
る
の
で
あ
る
。
笫
三
は
物
品
の
生 

避
に
欠
く
可
ら
ざ
る
原
料
で
あ
る
。
例
へ
.ば
小
麥
の
a 

子

、
羊

毛

、
：染

料

，

石

炭

等

の

如

し

P :

是
等
三
種
の
物
件
中
第
一
1猶
類
の
；消
費
^
み
^

產
的
作
業
の
行
程
に
楚
全
，;^
a
現
せ
ら
れ
な
い
。
即
ち 

氹
璇
用
の
«
■
及
び
德
物
ゆ
、
通
常
数
年
間
も
繼
續
使 

用
せ
ら
れ
#
る
か
&
で
あ
る
。
乍
併
勞
働
考
の
必
双
ロ
⑽

及
び
第
1
.次
的
ね
：るV」

第
二
次
的
た
る
ビ
を
問
は
ず
J 

產
せ
ら
石
可
き
物
：品
の
原
料
は

、
.悉
皆
完
全
に
消
费
せ 

ら

る

、
の
で
あ
る
：
。
勿
論
永
續
的
機
械
に
し
て
も
其
の 

.

破
損
磨
滅
は
部
分
的
消
®
に
相
違
な
い
。

(

乙)

斯
の
如
く
人
間
は
，
生

產

の

た
：®

に
消
費
す
る
の
で 

あ
る
。
^
併
或
る
者
は
、
何
物
を
も
生
產
せ
す
.に
、
又 

何
等
生
產
の
0
的
を
有
せ
ず
に
消
費
す
る
も
の
で
あ 

る
。
例
へ
ば
人
が
耕
作
夫
に
支
拂
ふ
賃
銀
は
生
產3

た 

め
で
あ
る
。
然
ゐ
.に
同1

人
が
從
僕
に
支
拂
ふ
賃
鈒
は 

生
産
の
た
め
で
は
な
い
。
又
製
造
業
者
が
55
麻
を
|1
買 

し
て
商
麻
布
を
製
造
す
る
は
、'生
產
的
消
费
な
れ
ピ
も
、 

.同

1

人
が
菊
荷
.酒
を
*
買
し
.て
之
を
飲
用
す
る
は
、
不 

.生
產
的
消
費
で
あ
る
。
是
等
の
實
例
に
侬
れ
ば
、

:

不
生
產
的
消
費
の
意
義
は
自
ら
釋
明
せ
ら
る
\
の
で
あ 

.る
。
即
ち
不
！
H
lw o
m o
t o
む
^ 0
^ O
« o
fi
o
0 o
^o
0 o
:
l^ o

0 o
f t
o

# o
I :
k o
_

l

.

ヒ
$

£

h

s o
i

t:
o

s

ら
れ
.ざ
る
：一

切
の
消
費
か
斯
か
の
で
ぁ
る
。
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雜

錄

生
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的
及
び
不
生
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费
：る
情
轉
て

第
十
號

j 

m
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:

笫

十

八

餘(

一

四

八

：
s

m

錄 

.

此
の
説
明
の
結
果
は
、
：
生
產
的
消
費
其
物
が
，1
個
0 

生
產
的
手
It
で
あ

る

>
し
云
ふ
r j

ざ

、
な
る
：。
然

る

に

不 

生

：
產

的

消

费

は

生

齑

的

手

段

ヤ

は

な

い

:°
換

言

す

れ

ば
 

斯

，
る

消

*
は
目
的
で
あ
る
。
勿
論
享
樂
も
作
業
遂
行
上 

め
動
機
を
柳
成
す
る
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る 

:

Eに
右
の
説
明
の
結
果
は
、
^
產
的
消
費
に
依
て
何 

.物
も
失
は
れ
ず
S
云

ふ

く

な

る

。
換
言
す
れ
ば
個 

人
に
：取
て
も
將
又
社
#
に
取
て
も
何
等
財
產
上
の
減
少 

を
來
た
す
も
の
で
は
な
い
。
何V」

な
れ
ば
假
令
ー
物
は 

破
壞
せ
ら

る

ヒ

す

る

も
、
此
の
手
段
に
依
て
他
物
が
生 

產
甘
ら
.る

\
か

ら

で

あ

..る
。：

然

る

に

不

生

產

的
消
費
の」」 

場
合
は
、
之

ビ

全

然

異

な

る

の

で

あ

る,0
即

本
不

生

產 

的
に
消
費
せ
ら
れ
代
る
も
の
は
悉
皆
失
は
れ

る

o
換

言 

.す
れ
ば
斯
の
如
く
消
戥
せ
ら
れ
た
る
.も
0
は
、
悉
皆
個 

人
に
取
て
も
社
會
に
取
，て
も
財
產
上
の
減
少
を
來
た
す

.第
ャ
，趿

I
I
®

.

使
用
^
共
に
失
は
れ
て
、
其
の
使
用
の
結
泶
取
得
す
る 

も
の
は
、
何
れ
も
福
利
で
あ
^V、

快
樂
で
あ
り
、
滿
足 

で
あ
る
。

又
生
產
的
に
消
費
せ
ら
る
、
も
の
は
常
に
资
本
で
あ 

I

".;

る
。

是
れ
生
產
的
消
費
の
特
長
に
し
て
"
特
に
注
目
に
.

:

値
す
る
。
此.

0
命
題
.の
眞
理
な
る
乙
ご
は
、
明
白
で
あ 

る
。
例
べ
ば
或
^
人
が
一
定
の
資
本
を
以
て
織
物
業
を 

始
め
て
"
彼
ば
其
の
資
本
の
ー
.部
を
賃
銀
に
支
拂
ひ
、 

他

の1

部
を
機
械
に
支
*

a
"
又
其
の
殘
額
を
以
て
原 

'
い
料
及
び
市
場
獲
得
の
必
耍
上
用
ふ
る
他
物
を
購
入
す
る
： 

—
':
V
Jせ
ょ
。_

然
ら
ば
彼
の
全
資
本
は
、
生
產
的
に
消
®
せ

" 

|
.
:
&
る
、
如
く
见
は
れ
る
。
觅
に
生
產
的
に
消
©
せ
ら
る 

I
、

も
の
が
何
れ
も
資
本
^
な
る
こ
^
は
明
白
で
あ
る』

丨
何
S
な
：れ
ば
若
し
も
前
記
の
如
ぐ
生
產
的
に
消
#

せ
ら 

れ
た
る
資
本
を
所
有
す
る
織
物
製
造
家
が
彼
の
利
潤
の

生
產
的
及
び
.不
生
産
的
な
.石
語
|-
就
.て

の
で
あ
る
。
何V」

な
れ
ば
此
の
消
費
の
結
果
S
し

て

何

一

部

を

節

約

し

て

、
之
を
彼
の
營
業
に
：必
要
な
る
別
植 

•*
も
生
症
せ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
財
は
其
の
の
生
產
的
消
費
に
用
ふ
可
き
で
あ
.る
^
;す
れ
ば
、
‘夫
れ

は
彼
の
資
本
に
依
て
果
さ
る
、
職
能
を
正
確
(:
1.
す
で 

あ
ら
ぅ
し
、
又
實
に
其
の
資
本
に
對
す
る 

一;.
:の
附
加
で 

も
あ
ら
ぅ
。(J. 

Mill, 

E
l
e
m
e
n
t
s
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E
c
o
n
o


m
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I
u
-
i
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.

斯
く
說
5

た
る
ミ
：ル
は
ノ
次

に

1

國
の
，總
年
生
產
に 

言

及

し

た

。
，
即

ち

l

gi
の
生
產
物
が
一
眾
間
に
if
ら
し
 ヾ

f2
る
^
額
は
總
年
生
腾(gross 

annual 

p
r
o
d
u
c
e
〕

ど
呼 

j 

ば
れ
る

。
勿
論
此
の
總
年
生
產
中
の
大
部
分
は
、泡
費
せ

ら
れ
た
る
資
本
を
'慣
ふ
；た
：

Q

に
、
夂
資
本
家
が
勞
働
者 

;の
賃
銀
及
び
原
料
0
購
寅
：に
支
出
：せ
る
も
の
を
償
ふ
れ 

1め
に
、
11
に
彼
の
機
械
の
破
掼
磨
滅
を
償
ふ
た
め
に
夫 

々
求
め
ら
れ
る
。
斯
の
如
く
細
^
生
產
中
ょ
^
:

N

消
費
せ 

ら
れ
し
資
本
を
#nr>

き
た
名
後
に
凝
存
す
る
も
の
は
、
 

純

生

產(net 

p
r
o
d
u
c
e
)

ど
稱
せ
ら
れ
る
。
.而
し
て
是 

’れ
は
、
分
に
元
本
.の
*
利

潤

ど

し

て

、

.又

®

子

ど

し

て

分
 

•.配

せ

ら

る

、

の

で

あ

る

。

，.此
の
純
^
藤
は
.
通
分
缺
&
助
資
本
に
»
す
る
總
て 

第
十
八
卷

の
附
加
の
な
さ
る
、
基
金
で
あ
る
。
故
に
莕
レ
も
郇
在 

康

が

全

部

.不

生

產

的

に

消

費

せ

ら

•
る

、

な

ら

ば

、

國

民
 

的
資
本
は
、
前
华
$
同
額
丈
け
即
ち
何
等
の
增
減
も
« 

;

く
殘
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
0

M
に
純
生
產
ょ
り
多
湖
の 
I'

も
の
が
木
生
產
的
に
消
費
サ
ら
る
、
な
ら
ば
、
夫
れ
丈 

け

國

民

的

資

本

は

減

少

す

る
！！
；

で

あ

る

。

又

純

生

.產

ょ
 

.
j

り
少
額
の
も
の
が
消
费
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
其
の
货
^
 

'
は
生
產
的
消
費
に
役
立
.つ
道
理
で
あ
る
。
從
て
國
段
的 

資
本
は
增
加
す
る
も
の
で
あ
る
。(ibid. 

pp. 

I0O
I
-
IO0
2) 

—

勿
論
^

6
區
別
を
な
せ
る
ジ
エ
イ
ム
ス®

ミ

ル
€

«
 

も
、
未
尾
に
及
ん
で
其
.の

芷

確

な

る

は

單

に

_

念

柳

成
 

l

h

k留
ま

つ
て
、
實
際
上
生
產
的
消
費
及
び
不
生
產
的 

消
費
の
境
界
線
や
生
產
的
勞
働
及
び
不
生
康
的
勞

働

の 

境

界

線

を

-T
H
確
K

設
班
す
る
乙
ビ
は
、
甚
だ
困
#

で
あ 

る
€
斷
じ
て
居
る
。
元
來
吾
々
の
分
類
な
る
も
の
は
%
 

ん
ざ
總
て
此
の
不
便
に
出
會
ひ
勝
ち
で
あ
る
。
而
も
極 

端
に
相
違
す
る
事
物
間
に
於
て
.も
、
大
體
知
®
せ
ら
、

笫

十

猓

，一
一五

(
i

匹
八
三)

雜

錄
生
逄
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語
ド
钦
飞



笫
十
八
卷
：

(

1
四
八
四
ソ
雜

錄

生
產
的
及
び
不
战
齒
的
な
る
髒
！！
就
ズ

ざ
る

.

塗
^

に
依
て
_夫
等
'.の
事
物
を
接
近
せ
し
む
.可
き
順 

序
が
あ
る
。
同*

に
消
費
者
の
場
合
に
し
て
も
、
又
勞 

働
者
の
場
合
に
じ
て
も"
生
產
的
の
部
類
に̂
o

若

く
.

は
.不
生
產
的
の
部
類
に
なW

區
別
し
得
る
や
ぅ
に
思«

箱

十

映

ニ

^
. 

右
の
大
.
.要
に
依
て
I

知
ら
る
、
如

く

ジ

H

ィ

ム

ス

， 

ミ
少
は
、
消
費
に

•就
^

も
®
產
的
及
び
不
生
產
的
な
る 

區
別
赞
試
み
て
>
生
產
的
及
び
不
生
產
的
勞
働
の
龆
別 

を

同

様

に

之

を

主

眼

の

で

あ

る

。
即
ち
此
の
猢
に

る 

>場
合
は
、
兔
に
)̂

或
る
特
畏
を
捉
へ
|1
:;
の
後
で
ぁj

於
て
は
彼
は
、
後
述
の
夕
力ー

ド
I
、
マ
W
サ
ス
、
マ
ジ 

る
。
斯
の
如
き
圃
難
を
認
め
^
が
ら
も
尙
ほ
A

ル

は

人

力

a

ッ
.ク
等
^

1
步
を
先
ん
じ
た
る
次
第
で
ぁ
々
。
而 

間
の
論
議
上
分
類
を
必
要
^
し
、
又
興
の)

境
界
線
の
何
-'
し
.て
是
等
の
區
別
は
、
繡
て
其
の
子
ジ
ョ
ン
。
ス
チ
ュ

處
か
に
設
定
せ
A
る

可

^
を
絕
對
的
必
耍
條 

し
て
.居
る
0
而
し
て
枭
れ
は
、
學
問
上
に
‘於
て
も
文
實 

際
上
^
於
て
も
，成
る
»
ま

：で

は

出

來

る

.
€
考

へ

た

の

で

あ
.る
°
噸

だ

此

：
0
場
合
に
媒
ら
必
要
な
る
てVJ.

は
、
分
：

.

. 

' 

, 

. 

• 

- . 

:h 

- 

\
.
.
.

類
せ
ら
る
可
き
對
象
の
主
要
，な
る
性
遛
が
其
の
輝
類
の 

定
_
に
明
確
に
適
應
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬt

% 
S

 

で
f

 

o
然
る
'後
に
於
て
は
恰

か
も

ニ
種
の
境
界
線
の 

■上
に
®

は
つ
て
ま
る
程
度
迄
ニ
®

の
性
®
:
を

典
有
す
る 

が
.如
さ
物
仲
を
賞
際
に
'區
別
す
る
.こ
ミ
は
、

fe
m

a

雛 

で
は
•な
い
.
ビ
'結
ん
で
居
る
：。

(i
b
i
d
. 

jpp. 

I
S
2
-
-
S
^
)

ア
ー
ト

•
.ミ
水
が
之
を
採
用
强
»
す
る

に
及
ん
で
、

W
 

の
極
®

に
«
し
' た
る
は
，

普
ね
く
知
ら
れ
た
る
所
で
あ
. 

る
.。
然
ら
‘ば
リ
カ
丨
ド
-
丨
の
見
解
は
如
何
。

:

H

十

ジ

キ
イ
ム
ス
9

ミ
，
ダ
の
親
友
'デ
グ
斗
ツ
ドC

リ
カ
f

ド
I
は「

何
人
ざ
雖
も
、
'彼
が
人
間
生
活
上
の
必
要
品
、

便
鸾
品
"
及
び
燦
樂
品
を
享
樂
し
得
可
き
程
度
に
從
て
：

富
裕W

も
な
h
,
\父
*
困

も

な

る

」

^
运
ふ
ア
ダ
ム
，
•

ス
ミ
ス
の
定
言
を
是
觀
し
七
、
之
を
其
の
著「

經
濟
學 

原
现」

'中

に

則

用

せ.る
も
、

其"の
.他

に

は

本

題

に就
て
-

I
II I 1
|
1I
I1
1
|

I

I
j；

1 
丨i

:蚕

然

.口
を
铖
し

V

語

ら

な

か

つ

れ

。
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6
5
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)

併
し
生
產
的 

な
る
語
は
リ
.力
ー
ド
リ
のr

經

濟

學

，原

理

」

の

各

所

に

見
 

出

し
‘得
.る
も
の
に
し
て
、
；例
.へ

ば

赘

；$

第
ー
ー
十
七
節 

.乃
^

®
三

十一

節

に
;̂
最

も

多

し
 

o (
s
c
a
r
d
o
s
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ド
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故
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ナ
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サ
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へ
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U
於
て
も
生
;®
的
勞
働
な
る
文
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を
用
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居
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ぶ 
3

0
、、

又

他

の
1
1:

於
1:

ゅ
；!-
|
節
約
は
1
|
|
!

* 0
1

办
&!
0

| 

で
：ぁ
ら
ぅ」

：
ダ
.云
ふ
意
»

.0
叙

述

を

用

ひ

居

る

も

、\ 

(
o
p
.

 

c
i
t
.
:
p
p
:
i

oo6
-
I

co7
.
)

M

ふ
に
其
の「

經
濟
學
原
：理

」 

屮
に
於
け
る
ど
等
し
く
單
に
ス
ミ
ス
の
用
語
を
蹈
襲
し 

-れ
.る
.名
の
で
あ
ら
ぅ
。

:
，之
-に
反
し
で
マ
ル
サ
ス
は
、
..多
少
不
熱
心
の
樣
子
を 示

，し
尨
が
.；
A

，
激
に
與
r

ダ
ム
•
メ
ミ
ス
の
見
解
を 

採
用
し
て
席
る
。
即

ち

其

の

兹「

經
濟
學
原
_」

中
'0 

「

生

齑

的

勞

働

及

び

不

生

產

，的

#

働

に

就

t

」
な
る
ヴ
節 

に
於
て
マ
ル
サ
ヌ
は
ス
ミ
ス
.の
右
の
區
別
を
支
持
し
て 

居
る ' 
今

彼

の

之

を

支

持

す

る

理

_

を

示

せ

ば

左

の

如
 

^

で

あ

る

。

(

第

1
〕
(

ィ}

資

本

ミ

し

て

使

用

せ

ら

る

、

生

產

物
W

 

作
P >

攸
入
皮
し
て
消

費
せ

ら

る

、
_
生

產

物S
の
間
に
於 

W
る
别

異
0
結

果

の
i

を
：尋

ね

..，
る
な
ら
ば

、

夫

れは 

各
個
に
依
て
維
特
せ
ら
る
\
勞
働
の
別
異

，の
.a類

(

即 

ち

生

金

勸

勢f
若
く
は
不
生
產
的
勞
働
}
ょ
々
生
^

る 

ぞ
-?:
ふ
事
®
を
知
.る
：で
あ
.ら
ぅ
。

(

第
一B

年
：.々

節
約
せ
ら
るS
生
產
物：

は
、
年
々
消
.餐 

せ
ら
^

、
.も
の
ど
同
樣
は
：規

則1£
し
く
消
费
せ6

る

、 

に
は
：相
違
な
い
け
れ
ぎ
も
、

.
併
し
夫
れ
は‘各
種
‘の
人

 々

に
依
て
消
費
せ
ら
る\
の
，.で
あ
る
^

、

ア
ダ
ム
、

ス
ミ 

.ス
は
.生
.張
し
.て
§

>

而
も
斯
く
主
：
.張
す
る
こ
皮
は
、

笫

十

敏

：

七

第

十

八

卷C
i

四
八
S

雜
錄
生
産
的
及
び
不
生
庳
的
な
ぁ
語
！

i

就
て



パ

許
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
。
.若
し
是
れ
が
事
®
で
あ 

:

::

又
節
約
が
資
本
增
.顧
の
直
接
原
因
な
>
9ど
許
容
せ 

ら
る

、
X
す
れ
ば
、
富
の
避
步
に
關
す
る
總
て
の
論
議 

に
於
て
此
の
進
步
を
促
進
す
る
に
頗
る
重
要
な
る
役
割 

を

演
中

る
が
如
く
姐
は
る

、

«

«
の
人
々
を
ば
、
何
等 

か
特
殊
の
名
稱
を
以
て
區
別
す
.：る
'乙

ど

は

”

絕

對

に

必
 

要
で
あ
るV

J

云
は
ね
ば
な
.ら
ぬ
。
總
て
の
社
#
に
於
け 

名
殆
んV

凡
ゆ
る
下
層
■階
級
の
：人

々

は

，

何

等

か

の

方
 

法
に
於
て
®
傭
せ
ら
る 

>
の
で
*
る
。
而
し
て
若
し
も 

國
富
一
^
及
ぼ
す
彼
等
の
效
泶
に
關
し
て
彼
等
の
職
業
を 

區
別
す
可
き
論
據
が
一
も
な
し
ど
す
れ
：ば
、
何
れ
が
資 

本
に
附
加
せ
ら
る
可
.会
收
入
を
節
約
し
て
使
用
せ
ら
れ 

た
る
も
の
な
b

や
、
之
を
考
ふ
る
の
は
至
難
で
あ
る
。
 

何

€
な
，れ
ば
右
の
假
_
に
.從
/
ぼ
：甲
0

種
類
ビ
乙
の
種 

頰
S

の
：間
に
何
等
の
本
質
的
相
違
も
な
い
®
合
に
は
、 

乙

：の
：秫

類

に

规

す

る

入

々

に

：
先

立

ち

て

&

0
種

0
に

屬 

す
^
?
‘人
.々

を

®

傭

す

る.に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
-̂

ら
。

然

.ら

ば

吾

令

は

’
節

約

の
本
質
，
e

、
國
民
的
資
本
に
及 

ぼ
す
吝
嗇
並
は
.浪*

の
別
異
な
る
影
響

^

を
如
何
に
じ 

V

說
.明
す
可
き
で
，あ.る
か
.。
現
今
の
經
濟
學
者
は
、

一
 

人
も
節
約
す
る
こ
’
ど

‘の

意

_

を

蹲

に

蓄

積

ず

る

t

ど
で 

あ
る
.
ど
な
し
得
な
い°

而
し
て
此
の
狭
量
無
效
な
る
仕
. 

方
以
上
に、

H

富
，に
M

し
て
節
約
な
る
語
の
使
用
は
充 

分
に
想
.像
せ
ら
れ
得
な
い
の
で
*
:る
。
併
し
節
約
せ
ら 

る

、

も

の

、

別

異

な

る

適

用

に

®

づ
い
て
生
ず
可
き
も 

の
は
節
約
に
.依
て
維
持
せ
ら
れ
得
可
き
各
補
の
勞
働
の 

■間
に
於
け
る
眞
の
區
別
の
上
に
確
立
せ
ら
れ
る
の
.で
あ 

る
。(

T
.

 

R
.

 

M
a
l
t
h
u
s
'

 

P
d
a
d
p
l
e
s

 

o
f

 

P
o
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c
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n
o
m
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c
o
n
s
i
d
e
r
e
d

 

w
i
t
h

 

a

 

v
i
e
w

 

r
t
o th

e
i
r

 

でra
c
t
J
c
a
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a
p
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l
i
c
a
t
i
o
n
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.)

右
の 
一l
個
の
理
由
に
，基
づ
い
て
マ
ル
ナ
ス
は
、

ス
ミ 

ス
の
生
產
的
及
び
不
生
產
的
勞
■
，な
る
區
別
を
支
持
し 

^
の
で
あ
.る
.
.
.
.
斯
の
^
き
見
^
を
支
持
す
る
以
上
、

マ 

ル
；-

サ
ス
が
'自
己
.の
典
，へ.；
た

：
る

富

の

®

義
-

-
富

！

は

，
人.'

類
に
取
て
必
要
、
有
用
、
且
快
適
な
ろ
物
質
的
對
象
を 

云
ふ
o
bo:
. 

V 

2
8
.) 一

：_

に
滿
足
す
る
こ
S
の
出
來
な 

か
つ
た
の
は
當
然
で
あ
ろ
。
，何
€
な
れ
ば
マ
ル
サ
ス
は 

總
て
の
勞
働
を
生
產
的
ビ
呼
ぶ
方
針
を
固
執
す
る
.價
値 

が
あ
る
ミ
考
べ
た
か
ら
で
あ
る
。
:
但
し
總
て
の
勞
働
がj 

生
產
的
で
あ
る
ど
は
云
■へ
、「

若
し
も
富
の
意
義
を
：手
に
' j  

觸
れ
得
可
^
;物
質
的
物
件
に
限
定
せ
ず
ど
す
れ
ば」

«

の
生
產
的
な
る
程
度
に
相
違
の
，あ
を
の
は
無
論
の
之
《 

. 

で
あ
る
® (ibid p. 

300
0

而
し
て
マ
ル

サ
ス
の
見
解
を

以
て
す
れ
ば
、
農
業
勞
働
が
最
も
生
產
的
な
る
は
地
代 

利
潤
、
及
び
賃
銀
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
農
業
勞
働 

に
次
ぐ
：も
の
は
、
利
喁
及
び
賃
銀
を
生
中
，る
、
資
本
に
' 

侬
て
«
助
せ
ら
る

、
他
の
勞
働
で
あ
る
。
然

ら

ば

最

後i 

に
來
る
も
の
は
何
ぞ
や
ご
云
ふ
に
、
是
れ
は
ア
ダ
ム
o 

ス
ミ
ス
の
所
謂
不
生
產
的
勞
働
で
あ
る
。
M

e
な
れ
ば 

是
れ
は
.軍
に
賃
銀
を
生
中
る
^
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る 

ぞ
。
然
る
に
マ
ル
サ
ス
は
、
彼
自
身
の
斯
る
提
唱
を
棄
.

y 

第
十
'
卷

却
し
て
居
る
。
其
の
理
由
は
如
何 

<
沄
ふ
に
、
右 
>い
提 

唱
せ
る
事
實
は
、
.生
產
物
の
性
質
に
戡
づ
炉
ず
し
て
？ 

或
る
特
定
a
類
の
努
力
に
對
し
て
支
拂
ふ
可
き
^
情
を 

し
て
其
の
努
働
が
生
產
的
な
6 
€

の

標

準

た

ら

し

'
む

る 

か
ら
で
^
る
。(ibid. p. 4

1
.
)

併
し
是
れ
は
、
聊
か
マ 

ル
サ
ス
の
考
へ
過
ぎ
た
る
所
で
あ
る
。

次
に
ア
ダ
ム
、

ス
ミ
ス
の「

_

»
論」

を
一
八
ニ
八
年 

に
校
訂
出
版
し
た
る
ジ
ョ
ン
t
フ
ム
ゼ
ィ
*
マ
ッ
为
口
ッ 

ク
は
、
其
の
出
版
に
先
立
ち
て一

八
ニ
五
年
に
公
刊
せ 

る

「

經
濟
學
原
理」

(
Principles 

of POKtfcai. E
c
o
n
o
-

a, 

s
k
a
c
}
! 

of" 

Ri
s
e 

3
1
104o
^
-

Science, 

1
8
2
5
0

の
末
尾
に
於
て
ア
ダ
ム
o
ス
ミ
ス
の 

生
產
的
及
び
不
生
產
的
勞
働
紙
を
猛
烈
に
攻
盤
し
た
の
，
 

で
あ
る
。
即
ち
彼
の
日
く 

「

先
づ
第
二
に
ス
ミ
ス
博
士
の
最
も
願
著
な
レ
例
瞪 

の

僕

婢

ょ

り

云

は

ん
;0
ス

ミ

ス

博

士

の

所

說

に

侬

れ
 

:

ば
、
僕
婢
の
#

働
は
賣
却
し
得
可
き
財
を
生
產
せ
ざ
る

第

十

鄉

一
一
‘九

.

(
一

四
八
七)

雜

錄
v
--
生
康
的
及
び
不
生
産
的
:̂
る
語
に
就
.̂



第
十
A
卷

cl.

四
八
八)

ま

in

生
m
tin及び
生
m的
な'h
語に
.就て

%十
糊

が
故
に
、
不
生
齑
的
た
る
に
反
し
て
、
製
造
業
者
の
勞 

猶
は
賣
却
し
得
可
き
.財
を
生
衝
す
る
が
故
'1
:
-、
知
か
#
 

•で
あ
る
。
併

し

製

造

業

者

の

勞

働

が

眞

實

に

生
る 

.も
の
は
何
で
あ
る
か
。
彼
等
の
生
產
物
は
、
«
ら
祉
會 

0
他
ヵ
及
ひ
便
宜
の
^
め
^
必
要
ど
せ
ら
る
\
慰
安

 ̂

ど
便
宜
品
せ
ょ
6
成
る
に
非
す
や(

然
ら
ば
製
造
業
者 

は
物
質(

m
a
t
t
e
r
)

の
注
產
者
に
非
す
し
て
、
取
に
'
!
 ̂

(utility〕

の
生
產
者
で
あ
る
。
而
七
て
僕
婢
の
.勞
働
も
, 

亦
效
用
を
生
產
す
ろ
の
事
實
は
明
白
な
ら
ず
や
。
即
：t> 

師
常
承
®
せ
ら
る
、
所
に
依
れ
ば
、
穀
物
、
牛
肉
、
及 

V:

び
他
$
食
用
物
品
を
»
作
供
紙
す
る
農
夫
，の
勞
慟
は
、
ヾ
，
 

.生
靡
的
で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
是
等
の
物
品
を
調 

.理
し
て
食
用
に
適
應
せ
し
む
-る
に
^ 0
* 0
» 0
<0
^°
^ 0
れ

%

仕
蹲
を
な
す
僕
婢
の
勞
働
は
、丨
何
故
に
和
如
！
！咖
ざ
着 

倣
さ
る
\'
の
で
あ
る
か
。
是
等
ー
一
a

の
勤
勞
の
間
に
は 

何

等

の

：相

遠

も

な

い

—

換

言

す

れ

ば

是

等

の

勞

働
 

は
何
れ
も
生
產
的
で
あ
る
か
、
若
{
は
本
生
產
的
で
あ

C

る
！

艺
云

ふ
こ
ビ
は
論
證
を
待
た
ず
し
て
明
a

で
あ 

る
。
例
へ
ば
火
力
を
生
發
し
ひ
る
^
め
に
ば
、
炭
坑
ょ 

6
地
.：

へ
.石
炭
を
.運
ぶ
ど
同
樣
に
.、
穴
藏
ょ
b
火
床
へ 

石
.炭
を
運
ぶ
こ
，w
が
何
ょ
り
も
必
要
で
あ
る
。
若
し
も 

此
の
場
合
に
炭
坑
夹
：は
生
產
的
勞
働
#
で
め
る
、
ど
沄 

li
.る
>

f

f

ら
ば
、
同
ビ
く
火
力
を
加
減
す
る
k 

®

«せ 

る
、

僕

婢

の

勞

働

も

亦

生

產

的

で
あ
る
ど
、
呼
ん
で 

は
な
ら
ぬ
こ
€
找
あ
る
ま
い
。‘
:

;

1證
凡
ゆ
.る
'人 

'間
の
努
力
の
■
的
は
何
れ
も
同
一
で
あ
る
。

詳
言
す
れ 

ば
必
要
品
’
慰
安
品
及
び
享
樂
ロ§

の
總
額
を
增
加
せ
し 

む
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
‘て
各
人
は
、
是
等
の
慰 

.安
品
の
幾
何
^
を

は

僕

婢

.の

勸

勢

な

る

形

態

に

於

て

所
 

有
し
、
又
幾
何
额
を
ば
物
質
的
钜
產
物
の
形
態
に
於
て 

所
有
す
る
か
を
決
定
す
る
こ
ど
は
、
各
人
の
判
斷
に
委 

せ
ら
る
可
き
で
あ
る」

。(ibid. 

p
p
.

 

4
0
6
-
4
0
7

ンと
0

然

る

に

若

し

此

の

生

產

的

幾

働

及

び

不

生

藤

的

勞

働 

^
關

す

务

問

題

が

、
' 右

®.
■如
■.き

：
；
マ
ッ
カ
.
.
ね

 

'ッ
ク
の
.
說
明
：：̂
,

}
\
I
I：
f
|
I
I
I
I
|

1

I

5-ii

i
義

|
I

I

S
I
I

I
!I

て
は
未
だ
®
分
な
ら
す
ど
す
れ
ば
V
菩
々
は
.最
後
に

 ̂

が
解
決
を
ナ
づ
ソ
！

ゥ
キ
リ
ア
ム
•.シ
二
才
アー

 (
N
a
s
s
a
u

 

W
i
l
l
i
a
m

 

s
e
n
i
o
r
>
0

斷
案
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

パ

I
I

十

|

::::

シ
-:
ォ
デー

は
、
‘
.

辭
典」

x
w
n
c
y
c
l
o
p

 
沒 dia M

e
t
r
o
D
O
H
t
s
a
)

の

« 0
« 0
^ 0
- 

«
る
填
目
を
執
筆
し
た
る
が
、
.
' 
其
の
叙
述
の
中
に

ナ
ダ 

ム
：

ス
ミ
ヌ
の
所
謂
生
*
的
罾
働
の
生
產
物
ビ
不
生
產 

働
.の
生
產
物
S
の
輒
に
於
け
る
相
違
を
極
め
て
ラ
. 

妙U

說
明
し
.て
、
其
の
想
姐
た
'る
ゃ
火
穷
用
語
の
_

題 

に
過
ぎ
ぬ
ズ
斷
じ
て
居
る
。
，今
彼
の
©
旨
を
«
ふ
に
、

，
「

通
常
侘
游
物
ば
、物
質
的
ど
非
物
«
的
ヒ
の
二
種
に 

分
た
る
N
もG

で
あ
る
。
或
は
他
の
語
を
用
a
て
財
及 

び
勤
勞(

c
o
s
n
l

-aities 

a
n
d

 

services) 
^
0 
せ
ら
る
、

.
 

.の
で
あ
る
。，
此
の
區
別
.は
.ァ
>
'
ム
•
.ス
：ミ
ス
.の
^
名
な 

一
る
生
產
的
勞
働
及
び
不
生
澈
的
勞
働
の
分
類
に
暗
示
.せ
：

) 

ち

れ

た

る

も

の

、
如

く

.で
ぁ
る

'0
即
ち
斯
る
分
類
の
原

®
を
便
宜
'
?#'
へ
る
入
々
は
、
±

同
^
.に
翁
し
.も
» 

の
势
働
が
な
け
れ
ば
總
t

の

他

の

勞

働

が

無

效

O

な
る 

可
き
か
如
き
勞
#
を
指
し
て
、
不
生
產
的

€
名
忖
(
る 

の
困
難
な
る
を
感
じ
て 

> 
其
妁
成
果
を
表
現
す
‘る
に
勤 

勞
又
は
非
物
質
的
生
.產
物
な
る
術
語
を
發
明
し
た
の
で
，
 

あ
る
？

;

,
,然
る
に
生
驗
的
勞
働
，>こ
不
生
'産
的
#

儆
€

の
ra
i
若 

く
は
物
質
的
生
產
物

ざ
非
物
質
的
生
產
物
£
の
_
、
又 

は
財
ど
勤
勞
ぞ
の
間
に
設
け
ら
れ
た
る
龆
別
は
、
即
ち 

吾
々
の
考
慮
の
.諸
»
象
た
る
說
物
件
其
物
に
現
存
す
る 

，
に

は

非

す

し

て

、

反

：對

に

菩

々

の

‘注
#
を
惹
付
け
る
夫 

等
物
件
の
樣
式
.に
'現
存
す
る

所
の
.差
違
に
甚
囟
す
る
も 

の
、
如
く
、
吾
々
に
は
見
ゆ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
«
ら 

«
々

の

注

意

が

其

の

變

化

を

#;
起

し

たる

行
爲
に
差
，[ ̂

け
ら
れ
ず
し
て
、
其
の
行
爲
の
成
果
、
換
言
す
れ
ば
變 

化
し
t2
る
物
：件
^
差
向
け
ら
る

、
場
合
に
は
i

通
常
經 

濟
學
者
は
、
其
の
變
化
を
惹
起
し
た
る
人
を
呼
ぶ
に
，

第

十

八

饴

(

一
四
A
九〕

雜

錄

生

逄

的

及

び

不

生
m
的
な
る
鼢|-
就
て

第
十
號



第

十

八

卷(

ー，四
九
0〕

.
雜
.

錄

.

」

..；：
生
產
的
及
ぴ
不
生
康
的
な
る
語
に
就
て

笫
+
鹋

生
齑
的
勞
働
者
換
言
す
れ
ば
財
若
く
は
物
質
的
生
產
物 

の
生
產
者
な
る
名
稱
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
。

-

他
方
に
於
て
吾
々
の
a
*
が
變
牝
し
た
る
物
件
に
差 

向
け
ら
る
、
に
非
f
し
て
、
典
の
變
化
を
蓀
起
す
行
爲 

に
恙
向
け
ら
る
、
場
合
に
は
、
通
常
經
濟
學
者
は
其
の

行
爲
を
惹
起
し
た
る
人
を
哼
ぶ
に
、
不
生
產
的
勞
_
者

\

な
る
名
稱
を
以
て
し’
則
し
て
彼
の
努
カ
を
ば
勸
辦
又

\

. 

.

.

.

.

.

I
 

丨
：.

.

. 

 ̂

'

は
非
物
質
的
生
產
物
^
一

K

ふ
の
で
あ
る
。
例
べ
ば
靴
屋
.|

1
K

ふ
，丈
け
の
相
違
ば
あ
る
。」

(political 

E
c
o
n
o
m
y

 

は

皮

革

を

變

化

せ

し

め

'
.
.
：
，之

を

縫

合

せ

て

广

遂

に

之

を

 

ー.00
8
 ed. 

p
p
^
-
5
2
..)

.を
生
產
す
るV」

稱
せ
ら
れ
な
い
。
何
ミ
な
れ
ば
«
磨
エ 

は
，
靴
を
綺
麗
に
‘す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
靴
を
綺
運 

に
す
る
動
務
を
仕
遂
げ
る
が
故
で
あ
る
。
勿
論
何
れ
の
_ 

場
合
に
於
て
も
.|

の
行
爲
s

1

の
.成
果
ど
が
あ
る
。
併 

し

1

方
の
場
合
に
は
、
吾
々
.の
注
意
が
主
€
し
て
、
其 

の
行
^
に
差
向
け
ら
る
、
に

if
し

て
他
方
の

場
合
に 

は
、
吾
々
の
注
意
が
專
ち
其
の
成
果
に
差
向
け
ら
る
ビ

一
足
の
靴
t

な
す
の
で
あ
る
。

次
に
靴
磨
エ
は
、
此
の 

拷
れ
：た
る
靴
を
磨
い
て
、
綺
腿
な
る
一
足
の
：靴
S
な
す 

の
で
あ
る
。
.第
一
の
場
合
に
吾
々
の
注
意
は
、
専
ら
變 

化
せ
ら

れ
：た
る

物
件
に
差

向
け
ら
る
、

の
で
あ
る
。
故 

に
靴

屋

；は
靴
を
製
造
す
る
、
即
ち
靴
を
生
產
す
る
i

K 

は
れ
る
>
.之

に

反

し

て

靴

磨

エ

の

：場

合

に

.吾

々

の

注

意

」 

は

、
専
ら

仕

遂
げ
ら
れ
た

る
行

爲

に

差

昀

け

ら

る

、

の 

で
办
る
。
從
て
靴
磨
ェ

は

、
財

を

製

る

ぐ

る

：
'

即

ち

呀

而
し

て

シ
一
一オ

ア
丨
に
侬
れ
ば、
呰
々
の
注
意
が«

:
ら

行

爲

に

差|¥
け

ら

る
V
や
、
將
又
成
果
に
差
向
け
ら
：
 

る
、
や
は
、
即
ち
變
化
せ
も
る
ゝ
物
件
が
依
然
ご
し
て 

同
一
の
名
稱
を
受
く
可
.き
や
否
や
の
問
題
、
及
び
支
拂 

は

る

、
樣
式
に
依
存
す
ど
云
ふ
の
で
あ
る
。
今
彼
の
解 

說
を
左
に
摘
記
し
や
ぅ
。

/「

或

る

場

合

に

生

產

者

の

賣

却

し

て
吾
々
の
»
.質

す
_ 

る
‘も

の

は

、
通
常
彼
の.努

働

に

弗

ず

し

て

、其
：の
勞
ー
攀

が
投
せ
ら
れ
た
る
主
體
で
あ
る
。
.例
へ
ば
.暇
狻
又
は
藥 

箱
,̂
購
買
す
る
場
合
の
如
し
。：
然
る
に
他
の
-揚
合
に
吾
. 

々
の
購
入
す
る
も
の
-U
、
通
常
變
化
せ
ら
れ
た
る
物
件 

ね
非
ず
し
で
、
其
の
物
件
を
：變
化
す
る
勞
働
で
あ
る
o
. 

例
へ
.ば
理
髮
師
又
は
醫
師
を
®
傭
す
る
場
合
の
如
し
。
 

總
て
是
等
の
場
合
に
於
け
ろ
吾
々
.の
注
意
は
、
自
ら
吾 

々
が
通
常
鱗
買
す
可
き
物
件
其
物
に
差
向
け
’ら
る
、
の 

で
あ
る
：。
詳
言
す
れ
ば
齊
々
0:
通
常
購
貢
す
る
も
の
ば 

勞
_
な

り
や
、
將
又
其
の
勞
働
の
投
せ
ら
れ
た
る
物
件 

な
ト
や
に
從
て
、
I

即

ち

實

際

に

，吾

V

の
!®
質

す
 

も
の
が
財
な
ら
や
、
將
又
勸
勞
な
o
や
に
從
て
"
吾
 々

は
財
若
く
は
歡
勞
を
ば
生
_

^
れ
た
る
物
件
^
考
へ
る 

の
で
あ
る
。」

(ibid. 

p. 

5
2
)

斯
く
論
じ
た
る
シ
ー
一
ォ
ア
1

は

、

最
後
に
マ
ッ
カ
ロ
ッ 

ク
の
^
例
に
從
て
炭
坑
夫
の
勞
働
ヾ
、

‘石
炭
を
應
接
室
. 

に
運
ぶ
僕
婢
の
勞
働
迻
の
.比
較
を
試
み
た
る
も
、
夫
れ 

，は
單
に
シ」1 :

オ
ア
丨
が
自
己
の
結
論
.を
W
出
す
^
め
に

.借
用
し
た
.る
.も
の
に
し
：て
、
'亮
も
マ
ッ
方
ロ
ク
ク
0

+1
1

疋 

言
に
贊
成
す
る
が
た
め
で
媒
な
か
つ
介
。
即
ち「

怕
費 

渚
は
n
炭
坑
ょ
り
採
掘
せ
ら
れ
て
自
己
.の
^
^
に
持
皿 

ば
れ
た
る
場
合
に
右
炭
其
物
に
對
し
て
支
挪
ひ
"

又
其 

の

石

炭

を

應

接

室R
持
運
ぶ
#
婢
の
行
爲
に
對
しv
家 

拂
ふ
の
で
ぁ
，る
o
故
に
炭
坑
夫
は
物
質
的
財
た
る
谷
炭. 

を
生
產
し
、
又
僕
婢
は
非
物
質
的
生
鹿
物
だ
る
勤
勞
を 

生

產

't:
v
l
K

は
れ
る
。
乍
併
事
實
に
於
て
兩
者
は
同

一.
 

の
事
柄
を
な
す
も
の
に
し
て
、
即
ち
石
炭
な
る
物
質
の 

現
在
量
の
狀
態
を
變
M
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
而
も
吾 

，々

の

注

意

t
r

 

i

方
の
場
合
に
は
.其
の
行
爲
に
差
向
け 

ら
れ
て
、
他
方
.の
場
合
に
は
其
の
行
爲
の
成
果
に
蝥
IB
J 

け
ら
る
、

の
で
あ
る
。」

(
N
.

 

w
.

 

Senior, 

political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

1
8
7
2
,’ 

6
th 

edit, 

pp. 

5
2
-
5
3
)

:
:

斯
く
生
產
的
勞
働
及
び
不
生
產
的
勞
働
に：

就
て
論
述
：

し
た
る
シ
ニ
オ
ア
1
は
、
前
記
の
ジ
エ
ィ

ム
ス
、
ミ
ル

•の
分
類
を
踏
襲
し
て
、
生
產
的
消
费
及
び
不
生
産
的
：消

第

十

只

卷(
一

叫九

一
)
.

雜
錄汝许忡及び

}
<
^
^
r
n
^
l
l

に就て

H



_
*r
八

铪

(

3

九
二)

：

雜

錄
 

.费
な
る
區
別
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
.シ
ニ
ォ
ア
ー
は
先 

^

:

n(i
l
の
富
は
其
の
，住
民
が
生
產
的
消
費
を
選
ぶ
か
、

:胳
文

不
往
產
的
ff
t
費
?:
來
む
る
か
に
依
存
す」

ど
提
言 

-
U

T、
之
ょ
h
左
の
如
：く
生
痛
的
消
.1

が
：不
生
產
的 

消
费
に
言
及
し
た
.の
で
あ
る
。

'即

t,(

ィ)

生
產
的
消
#
•で
は
、
遠
き
將
來
の
生
產
物 

を
生
產
す
る
が
如
さ
財
0
使
用
を
云
.ひ
、
又 

(

^」

す
生
费
的
^
«
^
ば̂
，、
何
等
遠
&
將
來
の
生
產 

物
を
生
產
せ
ざ
る
於
如
^
財
の
使
用
を
去
ふ
。

,

;

:
;
.
而
し
て
不
生
潇
的
消
-1
の
#
長
，は
、
'消
费
者
自
釙
の
;.
'- 

•I
V
十
樂
以
外
に
何
人
の
寧
樂
に
も
附
加
せ
ら
る
、
所
が
な 

へ，い
：の
^
あ
る
。
不
生
產
.的
消
赞
が
社
#
の
他
員
に
及
ぼ
.

:

す

唯I
'

の
影
響
は
、

他
_
の
使
用
に
充
當
せ
ら
れ
#
可 

&
則
.

S

數
量
を
夫
れ
史
け
滅
少
せ
し
む
る
こ
€
、
是
れ

.で
あ
る
'。
或
る
.財
は
不
生
*
的
消
費
に
■の
み
使
用
せ
.ら

,■:合
を
稱
し
.て
生
產
的
に
.消
費
.せ
ら
る
ど
沄
a
、
又(

一I)

れ
も
。
例
へ
ば
レ
イ
ス
、
刺
締
、
寶
玉
、

.
其
の
他
の
個
：

.の
揚
合
を
.稱
し
.て
不
生
澈
的
に
消
筆
せ
ら
る
せ
沄
.ふ
の 

'人
的
.使
用
'に
供
せ
ら
4

般
の
酒
類
、
煙
.草
等
の
如
し
、
之
に
反
し
て
大
多
歡
の 

財

は

生

费

的

使
片

に
の
み
充
當
せ
ら
れ
て
^

~

m
る 

i>
.
用
の
場
合
を
除
け
ば
I_

一
 

般
に
不
生
產
的
に
消
費 

せ
ら
る
\
こ

は
毫
も
な
い
の
‘で
あ
る
。
例
へ
ば
總
て 

の
.道
具
、

»
" 

W

蒸
汽
機
關
"
大
商
船
等
の
如
し
。 

.併
し
財
の
一
般
性
は
、
所
有
者
の
意
思
に
，從

\

或
は 

生
摩
的
に
或
は
不
生
產
的
に
使
用
せ
ら
る
ゝ
y V 

で
あ 

換
言
す
れ
^

成
は
破
壞
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
弋 

■'
>

に
成
る
'生
產
物
を
代
替
す
る
が
如
刍
目
的
.を
.汉
て
、
 

'或
は
其
の
使
用
に
伴
ベ
.る
_直
接
的
快
.樂
以
外
に
何
#

の 

有
益
な
る
成
巣
.を
徽
.ら
：さ
☆
る
が
如
き
：目
的
を
；̂

て
^
 

費

せ

る

、
，
で

あ

ら

ぅ

。

.人

間

，0
生

稃

を
#
持

し
得
；可 

き
^
の

は

、

■#
ハ
一
 >

生

產

者

若

く

は

(

ニ)

非

生

，產

者
 

の

維

持

に

使

用

せ

ら

る

、

で

あ

&
ぅ

。

即

ち

(

P

の
*

裝
飾
R«
を

始
め

C,
瓦a

^
#
.
1
5 
い 

V

Q

4

0

4

,
 

?
 

u
> 

る 

A
 

ふ
の
で
あ
-
^

N、

一
 

然

る
に

シ
ニ
ォ
ア
ー
は
い
生
，產
的
及
び
不
生
«
的

消

る
生
產
的
消
費
者
ど
は
.何
等
餘
分
.

费
せ
ざ
.6
人
を 

廣
な
る
'分
類
に
關
聯
し
，TI
m
常
區
別
せ
ら
^
} 

V生

產

的

运

ふ

に

過

^
な

い

の

..
1
:ぁ
.
'る
。
以
F

'y
ニ
，オ
ア
I

の
所 

消
：費
者
及
び
不
生
產
的
消
费
者
な
る
分
類
:^
同
意
し
說
を
一
層
明
瞭
な
ら
し
ひ
る
ft
め
に
、
私
は
若
千
の
說 

な
か
っ
た
。
勿
論
彼

，の
言
；ベ
る
如
く
、
生
產
的
消
費
者|

明
を
附
加
へ
よ
，

rv。

ど
不
生
產
的
.消
®
者

(productive 

a
n
d

 

unproductive 

s
n
s
u
m
e
r
s
)

，ビ

の

間

に

於

け

も

區

別

如

上

の

：生
：產 

的
消
#

ざ
不
生
產
的
消
費
^

の
間
に
於
け
6
ts
>J
i
]
0#
 

<

に
朋
確
で
は
な
い
.
°;%
來
ー
般

の
ん
間
を
分
ち
て
生 

產
'的
消
費
者
^

不
生
的
猶
費
#

ビ
な
す
は
、

誤
ま
；れ
る
： 

區
別
で
あ
る
.0
何
ど
な
れ
ば
ft
會
に
は"

其
の
何
れ
に 

も
，*
せ

ざ

..る

人

間

が

あ

る

か
ら
.で
.あ
る
。
今
或
る
人
の 

•m
-®
が

彼

の

生

產に
缺
く
可
ら
ざ
る
も
.の
な
る
限
り
、 

彼
は
法
產
的
梢
養
漭
で
あ
り
、
又
然
ら
ざ
る
限
り
、
彼 

は

不

生

產

的

消

餐

者

で

あ

る

。

故

に

.
シ

ニ

オ

ア

ー

の

分
 

f

以
.て
す
れ
ば
、(

一)

堺
純
な
る
不
^
,
皿
的
消
费
者 

迄
は
自
己
の
，消
©
せ
る
、も
の
に
對
し
て
'何
等
の
報
酬
を

(

ィ)

先
づ
第
二
に
擧
r
可
き
.不
生
產
的
消
费
考
階
級 

は

、

彼

等

自

身

：の

旣

往

.

の

努

力k
依

て

、

文

は

.
贈

與

萄
 

く
は
相
«

な
S

發
的
事
實
に
依
て
供
與
せ
ら
れ
汶
る 

場
合
に
、
•彼
等
の
收
入VJ

閑

暇

，

J

を

.箪

な

る

莩

樂

の

目
 

的
に
.供
し
^
滿
足
t
る
人

々

であ

る

。
乍
#

»
る
A
 々

は 

> 如
何
な

る
狀
.態
の
社
#
に

於
て
も
決
し
て
#
ic
を 

占
む
る
ト
も
©
で
は
な
い
。
即
ち
人
勒
未
開
な
る 

從
て
又
貧
困
な
'
4
社
會
：に
於
て
ゆ
、
何
等
の
努
力
も
せ 

ず
し
て
其
の
生
活
を
維
持
す
る
人
々
は
、
必
ず
少
數
者 

に
限
ら
れ
る
。
又
文
明
國
.民
の
間
に
於
て
は
集
積
、
權
. 

力
、
榮
眷
、
及
び
占
有
に
對
す
る
慾
窺
、
並
に
其
の
多 

少
に
係
は
ら
t
廣
.く

有

用

な

る

高

貴

の

欲

求

は

、

總

.て

部

十

C
l

例
仇
5

濰

錄
生
靡
及
び
不
集
的
袞
語
に
就
て

笫
十
號

1 

ニ
®:



第
r
城

ニ
1
山ハ

,

菩
々
'
'0
人
間
性
に
於
け
る
®
緩
な
る
諸
原
理
に
甚
だ
し 

..く

逆ひ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
財
簏
は
«
タ
安 

固
I

り
、
權
勢
に
對
す
る
大
道
は
公
開
せ
ら
れ
、
功 

*

€
赏
€

は
出
生
の
偶
薇
的
#
實
以

上

に

一

，
般

的

に
評 

:1價

せ

(6
れ
、
健
全
な
が
宗
敎
.0
影
響
は
、
人

々

に「

人 

間
は
利
己
的
快
樂
港
く
は
鏃
用
な
る
減
慾
ょ
り
遙
か
に 

;優
廣
な
る
諸
目
的
の
た
め
に
創
造
せ
ら
れ
れ
る
な
り」

 

墓

ふ
’」

S
を
敎
込
む
に
：至
れ
る
等
、
事
實
上
今
日
の 

.文
明
は
火
い
に
改
善
电
ら
れ
居
る
が
故
に
、
：有
意
的
努 

-

力
に
對
す
る
總
て
の
動
機
は
、
大
い
に
.其
の
勢
力
を
得 

て
居
る
の
で
あ
る
。
：
.
勿
論
無
爲
に
生
活
す
る
や
も
知
れ 

.ざ
る
人
々
の
數
は
、
，：增
加
す
る
^
は
相
違
な
い
け
れ
ざ 

も
’
不
幸
に
し
て
其
の
勝
桃
を
贫
分
運
用
し
得
ざ
る
人
. 

:.
々
の
割
合
は
、
減
少
し
て
© :
る
; °
:
|

(

P )

次

に

位

す

る

，不

生

產

的

消

.費

者

階

級

は

乂

其

の
 

生

活

.
が

單

に

他

人

ょ

.

み
雜

持
t

，
の

刼

掠

茬

く

は

慈

、
潘

1:
依

t

の

I
A k
u
/
^
w 

i
v 
40 

o

掠
に
依
て
生
活
す
る
人
々
の
數
は
、

叨
か
に
文
明
の
進 

.
步

S
典
に
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
乞
食 

に
就
て
は
、
或
る
餘
剩
の
富
が
其
の
•存
在
を
必
耍
ビ
す 

る
や
う
に
思
は
る
\
が
故
に
、
多
少
疑
問
の
餘
地
が
あ 

-

ら
う
.
L
、
又
乞
食
を
扶
持
す
る
餘
剩
物
の
增
*
す
る
事 

實
は
'得
て
推
宛
せ
ら
れ
勝
ち
で
あ
ら
う
。
元
來
激
多
の 

法
律
は
其
の
制
定
に
宜
し
き
を
得
す
、
又
其
の
施
行
に 

JE
し
か
ら
ざ
る
所
あ
る
が
故
に
、
乞
食
の
.增
加
を
許
容 

す
る
も
の
で
あ
る
^
、
吾
々
は
自
身
の
經
驗
ょ
り
知
る 

の
•で
あ
る
。
併
し
商
業
的
並
に
都
市
的
立
法
の
賢
明
な 

る
制
度
の
下
に
於
て
は
、
屈
竟
な
る
貧
民
の
數
は
實
際 

上
重
大
視
せ
ら
れ
ざ
.る
程
に
減
少
す
る

か
も
知
れ
な
い 

,

云
ふ
こ
e
を
疑
ふ
®

に
就
て
は
、

一
も

其
の
理
由
は 

な
い
«
思
は
れ
る
。

(

，ノ
 >

最
後
の
不
生
產
的
消
費
者
階
級
にJ

t

す
る
も
の 

は
ヽ
其
の
老
齡
及
び

不
具
等
の
'事
實
ょ
令
し
て
永
續
的

JL_i 

I
V 

ylc
 
4AV
 
tÂ 

n 
iy
 

J
A
V 

i
v
^
v 

4
t
M
V 

nr

侧

Mc
ll
o

s

sへ
る
は
、
兒
童
及
びj

時
的
無
能
力
者
を
除 

外
す
る
,̂
め
で
め
る
。
勿
論
斯
の
如
き
兒
1
や
無
能
力 

者
は
、
毫
も
直
接
的
：報
酬
を
銜
6
す
も
の
•で
は
な
い
W 

れ
で
も
、
彼
等
を
維
捧
す
る
^V

は
、
彼
等
の
將
來
に 

於
け
る
，®
勞
の
必
耍
條
件
で
あ
る
。
所
謂
不
生
產
的
消I 

®
湛
の
最
大
多
數
は
之
に
屬
す
る
も
の
に
し
て
，
又
思
，

I 

ふ

：

2

相
對
的
減
少
を
被
む
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
何
ミ
，ー
 

な
れ
ば
疾
病
、
怪
我
等
を
除
去
ず
：る
に
役
立
つ
諸
原
因
.
：

I 

は
、
亦
夫
等
の
結
果
が
不
治
な
る
場
合
に
は
生
命
を
伸 

長
せ
し
む
る
に
役
立
つ
か
ら
で
も
あ
る
:0
併

し〗

八
ニ 

五
年
七
月
五
日
に
徽
表
せ
ら
れ
し
英
國
下
院
の
友
愛
組j 

合
に
關
す
る
報
告
第
四
*
:中
の
統
針
に
依
れ
ば
、
英
國 

:

に
.於
け
る
如
上
の
階
:®
は
全
«:
:
會
成
'*
の
約
ニ
分
五
厘
.

て
も
及
尤
な
..い
ぞ
.考
ふ
る
を
绝
當
$
す
る
'
V (

T
h
e

 

H
o


use 

o£ 

C
o
m
m
o
n

 
气 R

e
p
o
r
t

 

o
n

 

F
r
i
s
d
l
y

 . societies
》 

cn
t
h July, 

1
8
2
5
, 

vol. 

iv.)

.■
■
£.
.

)

^:
る
に
員
對
的
生
產
的
消
費
者
、
詳
言
す
れ
ば

.

第

十

八

卷

a

四
九
五)

再

生

產

：の

目
®

に
の
み
浪
費
す
る
人
々
の
數
は
，
迤
炉 

に
僅
少
で
あ
る
。
奴

隸

制

度

若

く

は

之

に

類

®'
せ

る

諮
 

法
規
の
存
在
せ
ざ
る
國
に
於
て
は
"
何

^

か

斯

の

如

き
 

階
級
が
發
M
せ
ら
る
、
や
否
や
は
、
眞
に
一
個
の
疑
問 

.

.で

.あ
ら
ぅ
。
即
ち
か
の
最
も
^
賤
^
る
勞
働
潰
^
雖
も
. 

彼
の
tt
康v

精
力
ミ
に
不
必
製
な
る
'1
用

を

多

少

，な

が
 

，
.
ら

所
持
す
る
も
の
で
あ
る
.
.故
に
.姐
の
_
如

き

膝

.
^
於

て
 

は
、
嚴
密
に
其
の
必
要
物
以
外
に
何
物
を
も
與
へ
ら
れ 

ざ
る
も
の
は
何
ぞ
や
^
問
は
V
、
夫
れ
は
家
蒂
で
あ
る 

V」

の
答
を
得
る
。
之
に
反
し
て
人
間
が一

の
家
®
ど
考 

へ
ら
る
、
諸
國
R
於
て
は
、
奴
隸
は
家
畜
^
等
し
く
制 

肢
せ
ら
る
ど
考
へ
ら
れ
な
い
こ
亡
も
な
い
、
併
し
如
何 

.に
奴
隸
な
を
冗
雖
も
、
彼
も
一
般
に
は
成
る
種
類
の
私 

.有
財
產
を
獾
得
す
る
も
の
に
し
て
、
而
も
是
れ
は
彼
の 

日
常
生
活
資
料
が
幾
分
彼
の
慾
望
に
優
る
も
の
な
る
3 

ど
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
o 

如
上
の
分
析
に
依
れ
ば
"
元
來
社
會
の
大
多
數
渚
は

^
十
號 

一n

七

雜

錄

：：
生
産
的
及
び
不
生
産
的
^

る
語
^
就
，て



笫
十
八
卷V

.(

ー.吋
九
:0
.
雜

錄

生

康

浦

及

ぴ

不

坐

康

的

セ

ろ

語

じ

^

て

生
產
的
消
費
者f

も
な
け
れ
ば
、
又
不
生
產
的
消
費
者 

.
で
％
な
.い
け
れ
：

V」

も
、
差
當
ら
生
鹿
的
か
苦
く
は
不
生 

，產
的
ど
考
へ
：ら
る
\'
彼

等

の

費

用

の

割

合

に

：
從

.て

、

或 

”ハ

は

注

產

的

消

费

者

ヒ

t
な
k

T
成

は

不

生

產

.的

消

殺

者
 

S
も
な
り
得
る
^
姐
«
れ
る
。
例
へ
ば
農
夹
k
就
て
表 

へ
ば
^
彼
が
最
も
费
用
の
少
な
3
食
料
を
以
て
滿
S
し
、 

最
も
取
純
な
る
衣
服
^
以
て
充
分
滿
足
し
、
又
四
季
を 

.
凌
ぐ
に
思
る
廣
さ
ぢ
設
備
ミ
あ
る
住
家
を
以
て
滿
足
す 

::

る
限
り
、
農
夫
は
生
糜
的
消
费
者
で
あ
な
。
併
し
彼
？)
.
: 

煙管、燒

、

一

般的に

i
K

へ
ば
麥
酒
"
身
體
及
：び
住 

家
の
; *
弱
な
る
裝
飾
品
等
：は
彼
の
.不
，生
產
的
消
費
を
構
：
. 

成
す
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
蔷
々
は
、
.取
«
る

、必

要

品

以

上

に

及

ぶ

總

て

の
 

個
人
的
支
出
が
必
中
不
生
產
的
で
あ
る
ど
斷
ず
る
糈
k
 

_

 S
、

1

體
社
會
の
上
®
階
_
に
.屬
す)

る

人

々

：
吹

_

一 

務
は
、
彼
等
が
殷
富
を
多
少
な
ら
ビ
■も
^
示
す
る 

IR
依

て

,T
層

階

級

.0
人
々
の
尊
敬
を
教
む
る
場
合
を
赊

笫
卞
號

—»_丨.办

八

け
ば
、
先
づ
充
分
に
麗
行
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
、‘
。 

例

へ

ば

若

.
し

判

事

や

大

使

が

共

の

地

位

上

一

年

ニ

千

磅
 

に
値
す
る
邸
宅
を
柳
へ
ざ
る
可
.6
ざ
る
場
合
に
、

磅
金
費
す
る
S
せ
ば
、
彼
の
消
費
の
半
ば
は
生
產
的
な 

る

も

，

他

の

半

ば

：は

不

生

康

的

で

.あ
ら
ぅ
。
乍

併

晚

の

： 

馬
丁
は
^
に
取
て
無
用
の
重
量
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か 

らV」

て
、
彼
を
ば
不
生
產
的
消
費
者
^

考
へ
る
な
ら
ば
、
. 

夫
れ
は
大
な
る
誤
®

で
あ
：ら
ぅ
。
即
ち
^
丁
の

,&
*
す 

る
も
の
は
彼
の
賃
銀
に
し
て
、
少
な
く
ビ
も
彼
が
馬
丁 

ど
し
て
の
勸
務
：を
遂
行
す
る
^
め
に
彼
の
賃
銀
を
消
費 

す
る
，'

限
り
、
彼
は
注
產
的
消
費
者
な
る
が
故
で
：あ
る
。
 

併
し
不
生
產
的
に
消
費
せ
ら
る

る

物
件
は
何
ぞ
や
'
€

云 

へ
ば
、
夫
れ
は
挺
丁
の
勸
務
に
し
て
、
# 0
0 0
® o
か
は
彼 

の
生
人
に
依
て
消
費
せ
ら
る

、
の
で
あ
る
。
然
る
に
他 

方
に
於
て
生
產
者
其
入
に
依
て
の
必
要
品
の
消
#

は
：總 

て
生
產
的
消
費
で
あ
る
。
又
*
の
勞
働
の
價
«
.が
，〗.

年 

十
磅
に
.過
ぎ
^

る
に
、
彼
の
消
費
がf

年
一
一
十
磅
に
上

ぐ

I

I
I

' w m

る
所
の
、
宇
：ば
赝
傭
せ
ら
る
く
貧
民
は
、
其
の
差
額
即 

ち
十
磅
を
不
生
產
的
に
消
费
ず
る
も
の
ど
謂
ふ
可
き
で 

ゐ
る
。(

N
,

 W
.

 

Senior, 

political E
c
o
n
o
m
y
,

 

pp.

5

今
：

5
7.

)
：

::
.
:斯
く
說
き
/2
る
シ
ー
ー
：
ォ

ア

ー

は

、

庚

に

資

本

：の

用

途
 

上
ょ
b
左
の
如
き
K
別
を
試
み
た
の
で
あ
る
o
即
ち
彼 

げ
依
れ
ば
：.資
本
は
、
其

00
-
適
用
せ
ら
れ
#
可
き
目
的
に 

從 

H

W
生
#
的
資
本(Repro.ductive c

a
p
l
t
s
®

純
な 

る
生
產
的
資
本(

s
i
m
p
l
e

 

Productive 

capital)、

及
び 

不
生
產
的
资
木(

c
n
p
r
o
d
c
c
t
i
v
e

 

Capital}

に
區
別
せ
ら 

れ
る
。

C

ィ)

W
7-
!
:產
的
資
本V」

は
、
他
用
物
品
ど
同
*

な
る 

_物
件
の
/k
産
に
使
用
せ
ら
れ
得
可
き
富
な
る
總
て
の
物 

品
を
云
ふ
。
例
へ
ば
總
て
の
農
業
上
の
貯
藏
物
品
の
如 

.
&、
又
人
注
の
：凡
ゆ
る
必
要
品
の
如
し
。
其
の
他
炭
坑 

に
於
け
る
蒸
汽
機
關
の
火
爐
屮
に
暌
許
ら
^.
た
る
右
炭

(

d

o
軍
純
な
る
：■生

產

的

資

本

ど

は

：生

：產

耍

具

に

は

：梠 

違
；な
さ

も
、
使
用
物
品
£
同
種
な
る
物
件
の
生
產
に
使 

用
せ
ら
れ
得
ざ
る
富
な
る
物
品
を
云
ふ
。
例
へ
ば
レ
ィ 

ス
«

«
の
如
き
又
生
g

M
に
消
費
せ
，ら
れ
得
ざ
る
物
件 

|

の

生

藓

に

使

用

せ

ら

る

、
總

て

の

道

，具

及

び

機

«

其

物

一

(

ハ)

不
生
產
的(

若
く
は
分
配
的distributive)

資 

j

本
«
は
、
不
生
產
的
使
用
に
充
當
せ
ら
る
、
も
の
な
れ 

で
も
、
：其
の
窮
極
的
消
费
者
た
る
可
さ
人
々
の
財
產
ど 

な
ら
ざ
る
財
を
指
す
の
で
あ
る
。
M

ふ
に
文
明
社
#
に 

|

一
 
於
て
生
產
せ
ら
る

、

財
の
大
部
分
3
否
其
の
M
tt
の

 ̂

|
へ
: |
は
、
其
の
財
の
#
初
の
生
產
に
際
し
て
此
の
I :
. 

I,

產
的
資
本

，、しな
る

の
で
あ
る
0

、

旣
に
述
，ベ
た
る
如
く
、
如
何
な
る
社
會
狀
態
に
於
て 

も
、
絕
對
的1

不
生
產
的
消
费
者
及
び
絕
對
的
生
產
的
消 

費
者
の
數
は
僅
少
で
あ
る
が
、
殊
にS

は
*
だ
僅
少 

.

で
あ
る
。
併
し
富
の
增
加
す
る
？
共
に
各
人
の

i

不
生
產

第

十

鱗

ご

一

九

の
如
き
も
亦
然
り
。

第
十
八
狯
.

.(J

四
九
.七〕

雜

.錄

生
産
的
及
ぴ
不
坐
産
的
な
ろ
語
に
就
て



郯

十

八

怨(

一
四
，九
6 '
雜
 

的
消
費
も
亦
增
加
す
る
も
の
に
し
て 

::に
全
社
會
に
於
け
る
不
生
產
的
胳
費
の
全

*

が

、
：生
產 

的
消
费
の
全
量
を
超
過
す
る
：で
あ
ら
ぅ
。

"
否

、
，
往

々

然
 

る
の
‘で
あ
る
。
，
若
し
も
吾
々
が
富
裕
な
：る
都
市
の
店
頭 

を
瞥
見
す
る
な
ら
ば
、
取
な
る
革
樂
に
資
せ
ら
る
可
き 

財
が
、
M

に
生
產
に
資
せ
ら
，る

「

可
き
財
を
越
過
す
る
己 

ビ

多
大
な
る
を
見
る
に
相̂
な
い
。
此
の
說
明
は
注
意 

を
耍
す
る
。

(

o
p
. cit. 

p
p
.

 

6
6
-
6
7
'
)

.

i

l

+

E

:

以
；上
に
於
で
シ
ニ
ォ
ナ
1
が
^
*
的
及
び
ポ
生
藓
的 

な
る
語
を
便
用
せ
る
要
領
を
摘
記
し
た
る
積
り
で
あ 

る
。
：然
ら
ば
彼
に
續
く
者
は
何
人
な
6
や
。
此
の
問
に 

對
し
て
は
吾
々
は
い

躊
躇
な
く
ジ
ョ
ン
.•
ス
チ
ュ
ユ
ァ 

1

ト

：

、、
ル
其
人
で
あ
る
ビ
答
ふ
可
き

で
あ
ら
ぅ
。

勿 

論
尔
代
順
に
云
へ
ば
シ
ニ
ー
 

ォ

ァ

ー
及
び
ミ

ル
の
一
ー
者
 ̂

先
立
ち
て
ト

1

マ

.ス
•
チ

..ヤ

.
1
マ—

ズf
H
i
l
o
m
a
s

 ,ojhal~

m
o
r
s

 )

を

擧

げ

な

け

れ

ば

な

る

錄

：

.生
遨
时
及
び
不
坐
產
的
な
る
諝
に
就
て 

第

卞

雛

ニ

3,
0'

其

の

結

果

は

遂

彼

は

一

八
三
ニ
年「

經
濟
學」

な

る

一
書
を
著
は
し
て
、 

生
產
的
勞
働
說
を
單
に
科
學
的
見
地
ょ
り
考
察
し
て
不 

完
全
ど
着
做
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
實
際
上
ょ
り
觀
て 

有
害
S
斷
じ
た
か
ら
で
め
る
。
尙
ほ
彼
の
所
說
の
一
端 

.に
於
て
彼
が
、
生
產
的
勞
働
な
る
語
を
ば
物
質
的
對
象 

を
生
產
す
る
勞
働
に
限
定
す
る
乙w

に
反
對
せ
る
揚
合 

に
、
彼
自
身
の
如
さ
自
由
職
業
勞

働

者

！

彼

は

.當

時
 

チ
デ
ン
バ
ア
ロ
大
學
の
神
學
敎
按
で
ぁ
つ
た——

の
除 

外
せ
ら
る
可
S
を
主
張
し
た
る
®

は
特
に
注
目
に
値
す 

る
0(

H

C
halmers; 

O
n

 

Political w
:
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n
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o
a
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■
nexlon: with the M

o
ral.State 

a
n
d
s
o
r
a
l

 

 ̂

of Society, 

G
l
a
s
g
o
w
,

 

100
3
2、Ch. 

x?, 

a
d

 

i
n
i
o

 

V

乍
併
チ
ャー

マ
丨
ズ
が
生
：產
的
及
び
不
生
產
的
勞
働 

の
區
別
の
不
完
全
有
害
な
る
を
主
張
し
た
る
に
も
拘
は 

ら
^S 
、
ジ
ョ
ン
*
ス
チ
ユ
ア
I
ト

。
ミ
ル
が
一
八
四
四

.年
に「

經
濟
學
上
未
定
の
諸
問
題」

を
、
又

j

八
四
A
年 

に「

經
，濟
學
.原
理」

を
公
刊
し
て
、
前
著
の
第；I j

論
及
，び

な
n
ば

.後

著

，の
：
^
^
:ブ
編
第
三.章
'に
於
て
生
慶
的
及.び
：不
生
產
"的• 

s
o
m
e
.

 hlLeadin.g. 

Princip

一
 esbf. politicav T

E
C
O
n
o
m
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:

勞
働
、
並
に
生
產
的
及
び
不
氹
齋
的
消
費
を
詳
述
提
唱
100
7
ち)

、
ジ
,
ザ
シ
ヌ
' (

W
.

 

s. 
Jevons, 

T
h
e
o
r
y
,

 of 

す
る
や
、
«

び
多
く
の
英
國
經
濟
學
者
が
彼
の
所
說
をPolitical 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

1
00
7
1.)
シ
。チ
ウ
ネ
ツ
クC

H
.

 

採
用
す
る
に
至
つ
^
事
實
は
何
人
も
之
を
否
定
し
得
ざSidgwick, Principles of PoHtical E

c
o
n
o
m
y
,

 

1
8
8
3
0

 

る
所
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
；て
u
、：ル
の
經
濟
學
說
の
普
及
者|

等
の
權
威
あ
る
經
濟
學
者
は
"
此
の
生
康
的
勞
働
說
及 

ぞ
し
て
.フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
夫
妻(

H
e
n
r
y

 

Fawcett, 

M
a
n
u
a
l
|

び
生
產
的
消
费
說
に
關
し
'て
は
多
く
を
語
ら
ぬ
か

、
0 

o
f Political 

E
c
o
n
o
m
y
'
I

oo^
, 

B
k
.

 

I, 

c
h

 

n
r
. an

d

 

| 

く
は
全
然
ロ
を
緘
す
る
の
態
度
を
持
せ
る
者
で
あ
る
。
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